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そば・バラ・徳内ばやしのまち

次の世代に引き継ぐ魅力ある村山市

むらやま徳内まつり2016
最上川S-mile（スマイル）マラソン、農業の担い手づくり、新たな保育施設の整備　ほか



特
集
　
む
ら
や
ま
徳
内
ま
つ
り
２
０
１
６

　
徳
内
ま
つ
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

■
8
月
19
日
（金）

・
午
後
2
時
30
分
〜
9
時
（
楯
岡
商
店
街
、
甑
葉

プ
ラ
ザ
、
西
浦
通
り
）
地
元
出
店
市
、
大
露
店
市

・
午
後
4
時
〜
4
時
30
分
（
特
設
ス
テ
ー
ジ
）

楯
岡
民
謡
研
究
会
、
伝
統
文
化
村
山
子
ど
も
民

踊
ク
ラ
ブ
・
県
民
踊
協
会
村
山
支
部

・
午
後
6
時
〜
9
時
（
ま
つ
り
広
場
）

　
徳
内
ば
や
し
共
演

■
8
月
20
日
（土）

・
午
後
2
時
30
分
〜
9
時
（
楯
岡
商
店
街
、
甑
葉

プ
ラ
ザ
、
西
浦
通
り
）
地
元
出
店
市
、
大
露
店
市

・
午
後
3
時
30
分
〜
4
時
15
分
（
特
設
ス
テ
ー
ジ
）

　
ホ
ア
ピ
リ
フ
ラ
サ
ー
ク
ル
、Pop♥

C
andy's

徳
内
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ  C

heer

up！
N
's

・
午
後
4
時
30
分
〜
5
時
30
分
（
特
設
ス
テ
ー
ジ
）

　
カ
ラ
オ
ケ
大
会
（
ゲ
ス
ト  

麻
里
侑
加
さ
ん
）

・
午
後
6
時
〜
9
時
（
ま
つ
り
広
場
）

　
徳
内
ば
や
し
共
演

■
8
月
21
日
（日）

・
正
午
〜
午
後
7
時
30
分
（
楯
岡
商
店
街
、
甑
葉

プ
ラ
ザ
、
西
浦
通
り
）
地
元
出
店
市
、
大
露
店
市

・
午
後
1
時
〜
2
時
10
分
（
特
設
ス
テ
ー
ジ
）

　
か
け
ら
ラ
イ
オ
（
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
）

　
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
Ｍ
Ｐ
Ｆ
東
根
校

※まつり広場＝楯岡商店街、ふれあい通り、ふれあい広場
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特
集
　
む
ら
や
ま
徳
内
ま
つ
り
２
０
１
６

特集　むらやま徳内まつり2016

　
胸
が
躍
る
よ
う
な
お
は
や
し
に
魅
せ
ら
れ

て
徳
内
ば
や
し
を
始
め
、
あ
っ
と
い
う
間
に

20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
は
、
新
た
に

手
引
き
山
車
を
会
員
が
こ
だ
わ
っ
て
手
作
り

し
て
い
ま
す
。

　
厚
岸
直
伝
の
獅
子
な
ど
大
久
保
欅
龍
會
独

自
の
取
り
組
み
も
継
続
し
て
い
ま
す
。
踊
り

も
山
車
も
他
の
団
体
に
は
負
け
て
ら
れ
な
い

と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
の
で
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

創立20周年
今年注目の団体に、まつりへの思いや団体の見どころをお聞きしました。

祝復活
　
復
活
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
は
、
市
全
体

で
盛
り
上
げ
る
徳
内
ま
つ
り
に
冨
本
が
出
な

い
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
強
い
思
い
で

す
。
山
の
神
は
今
ま
で
の
家
元
制
を
改
め
、

今
年
か
ら
地
域
で
支
え
る
チ
ー
ム
へ
と
組
織

を
改
編
し
ま
し
た
。
大
変
で
し
た
が
、
子
ど

も
た
ち
か
ら
婦
人
会
ま
で
幅
広
い
年
代
の
方

に
参
加
い
た
だ
き
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
今
年
は
手
引
き
山
車
も
登
場
し

ま
す
。
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
赤
い
法
被
と
息

の
あ
っ
た
踊
り
は
そ
の
ま
ま
で
す
。
み
な
さ

ん
ぜ
ひ
、
ご
声
援
く
だ
さ
い
。

西郷徳内ばやし
華郷代表　高橋  淳さん

大久保欅龍會
代表　犬飼  亨さん

ふもと山の神
事務局　宮崎  良春さん

　
お
ば
な
ざ
わ
花
笠
ま
つ
り
ｐ
Ｒ
（
花
笠
踊
り
）

・
午
後
2
時
20
分
〜
2
時
50
分
（
特
設
ス
テ
ー
ジ
）

　
よ
し
こ
の
塩
竈
踊
り

・
午
後
3
時
〜
7
時
（
ま
つ
り
広
場
）

　
葵
睦
会
み
こ
し
、
徳
内
ば
や
し
共
演

■
問
合
せ
／
む
ら
や
ま
徳
内
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
商
工
観
光
課
内
）
　
　
　
　
☎
内
線
154

　
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
　

　
ま
つ
り
の
熱
気
を
感
じ
な
が
ら
、
環
境
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
、
ま
つ
り
会
場
の
清
掃
活
動
に
取

り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
ど
な
た
で
も
、
都
合
の

良
い
日
に
参
加
で
き
ま
す
。
参
加
で
き
る
日
の
集

合
時
間
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

■
活
動
日
時

・
8
月
19
日
（金）
、
20
日
（土）

　
午
後
6
時
〜
9
時
（
午
後
５
時
50
分
集
合
）

・
8
月
21
日
（日）
　
午
後
3
時
〜
7
時
（
午
後
２
時

　
50
分
集
合
）

■
集
合
場
所

　
十
日
町
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク（
村
山
郵
便
局
向
か
い
）

■
活
動
内
容

　
会
場
内
の
ご
み
集
め
、
ご
み
箱
管
理
な
ど

※
集
合
時
に
環
境
ス
タ
ッ
フ
証
と
ご
み
袋
を
お
渡

し
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
む
ら
や
ま
徳
内
ま
つ
り
実
行
委
員
会

環
境
部
会
（
市
民
環
境
課
内
）
　
　
　
☎
内
線
116

　
振
り
返
る
と
、
と
て
も
濃
密
な
20
年
だ
っ

た
と
感
じ
ま
す
。
西
郷
徳
内
ば
や
し
発
足
後

に
生
ま
れ
た
子
た
ち
が
、
大
人
の
グ
ル
ー
プ

で
踊
っ
て
い
る
姿
を
見
る
と
感
慨
深
い
で
す

ね
。
今
年
は
6
月
に
20
周
年
の
式
典
を
行

い
、
早
く
か
ら
ま
つ
り
に
つ
い
て
話
し
合
っ

て
き
た
の
で
、
団
結
力
は
例
年
以
上
で
す
。

西
郷
徳
内
ば
や
し
の
魅
力
は
、
5
つ
の
踊
り

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
、
飽
き
さ
せ
な
い
演
舞
構

成
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
　

西郷徳内ばやし、大久保欅龍會ふもと山の神
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特
集
　
最
上
川
ス
マ
イ
ル
マ
ラ
ソ
ン
開
催

マラソン
交通規制へのご協力をお願いします。
係員や交通規制看板を配置していますので、指示に従ってくださるようお願いします。

8月28日(日)
　午前8時スタート
　　スタート地点：碁点交差点の北側
　　ゴール地点：市民体育館駐車場

最

　上

　川

村山市立
西郷小学校

熊野山神社

松念寺

河島郵便局

共栄橋

300

303

294

347
347

竜神の吊橋

村山市民体育館

羽黒神社

クアハウス
碁点

碁点橋

三
ヶ
瀬
橋

最上川美術館

ゴール

スタート 4 5

6

7

8 9 10 11

12

13

14

15

16

17 18

19
21

3

2

20

1

松念寺

※上記の交通規制時間は予定であり、大会の進行状況、気象状況等により規制時間が変更になる場合がありますのでご了承ください。

❶～❸

市道碁点大槇水口線

県道大久保村山停車場線

市道最上川遊歩道2号線

市道最上川遊歩道1号線

市道浮沼大槇線

市道下組道六線

県道東根長島線

市道後原線

市道沖みかの瀬線

市道船橋線

市道最上川遊歩道1号線

市道鹿ノ子農免線

市道鷲滝共栄線

規制区間 規制時間 規制内容

7:50～8:25 車両通行止

7:50～9:00 車両通行止

9:00～10:40

8:30～8:50

8:35～8:55

8:35～9:10

8:40～10:20

8:45～9:25

8:45～9:50

8:40～9:50

9:50～10:20

8:40～9:50

9:50～10:20

8:55～10:00

9:00～10:20

8:40～10:25

8:45～10:35

片側通行止

片側交互通行

全面通行止

全面通行止

車両通行止

車両通行止

片側通行止

車両通行止

片側通行止

車両通行止

片側通行止

片側通行止

車両通行止

車両通行止

全面通行止

❶～❷

❷～❶

❹～❺

❺～❻

❻～❽

11～20

11～12

12～15

13～10

14～❾

16～17

17～19

19～

　～❷21

21

10マイルコース
5マイルコース

※1マイルは約1.6㎞です。

車両通行止：自動車・原動機付自転車は通行できません。
全面通行止：車両のほか、歩行者も通行できません。
片側通行止：ランナーと同じ進行方向の車両は　　　

通行できません。

車両通行止：自動車・原動機付自転車は通行できません。
全面通行止：車両のほか、歩行者も通行できません。
片側通行止：ランナーと同じ進行方向の車両は　　　

通行できません。
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特集　最上川スマイルマラソン開催

特
集
　
最
上
川
ス
マ
イ
ル
マ
ラ
ソ
ン
開
催

全国各地から参加するランナーにご声援を

第2回  最上川S
スマイル　　　　 

-mile
　最上川の絶景を眺めながら走る市民マラソン大会「最上川S-mileマ
ラソン」。2回目となる今年は、20都府県から1,122人のランナー
に参加申込をいただいています。
　ゲストランナーには、モデルやテレビのリポーターとして活躍中の
大杉亜依里さんをお招きします。
　全国から参加するランナーのみなさんへぜひ、温かいご声援をお
願いします。

　■大会スケジュール
　　7：40～　開会宣言
　　8：00～　2マイルスタート
　　8：30～　5マイル、10マイルスタート
　　8：45～　1マイルスタート
 　10：40　　競技終了
　※表彰式は、準備ができ次第、随時行います。

■問合せ／生涯学習課スポーツ振興係  ☎内線331

ゲストランナー

大杉亜依里さん

2015年月刊ランナーズ表紙モデル。
2013年から本格的にマラソンを始め、
フルマラソン自己ベストは3時間43分
13秒。現在、TBS系「日立世界ふしぎ発
見」のミステリーハンターとしても活躍
しています。
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特
集
　
農
業
の
担
い
手
づ
く
り

村
山
市
「
い
っ
く
ど
農
業
ね
っ
づ
ぐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
ス
タ
ー
ト

農
業
の
担
い
手
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す

　
地
域
に
お
け
る
農
業
者
の
人
口
減
少

と
高
齢
化
の
進
行
が
加
速
す
る
中
で
、

地
域
農
業
の
維
持
・
発
展
を
図
る
た
め

に
は
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
は
、
農
業
に
携
わ
る
就

農
体
験
、
就
農
準
備
、
経
営
開
始
、
経

営
発
展
の
各
段
階
に
応
じ
て
支
援
を
弾

力
的
に
提
供
す
る
仕
組
み
「
い
っ
く
ど

農
業
ね
っ
づ
ぐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
新
た

に
立
ち
上
げ
、
担
い
手
の
創
造
を
総
合

的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ
／
農
林
課
農
業
振
興
係
　
☎
内
線
251

＜現状と課題＞
就農人口の減少、農業者の高齢化、微増状態の新規就農者
不安定な収入、不可欠な設備投資

＜ねらい＞
○担い手の創造（確保・育成）
○産地化・ブランド化の推進　　　　○将来的な経営形態の創造

第1段階　ちぇっと（就農体験型）支援
・移住就農イベントへの出展
・就農体験イベント（ツアーなど）の開催

第2段階　でだづ（就農準備型）支援
・農業経営実践講座の開催
・住居賃貸料への補助（移住就農者対象）★

第3段階　はだづ（経営開始型）支援
・青年就農給付金（経営開始型）★
・新規就農給付金★
・農地賃貸料への補助★
・施設整備および機械・種苗等購入に対する補助★

第4段階　んまと（経営発展型）支援
・農業法人化に対する補助
・これからの経営モデルケースの創出・発信

★マーク～次ページに詳しい内容を掲載
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特集　農業の担い手づくり

特
集
　
農
業
の
担
い
手
づ
く
り

村
山
市
農
業
担
い
手
創
造
推
進

事
業
費
補
助
金
の
交
付

　
市
内
で
認
定
新
規
就
農
者
（
※
）
と

な
っ
て
就
農
す
る
方
の
営
農
継
続
や
機

械
購
入
な
ど
に
対
し
、
市
単
独
の
補
助

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

※
65
歳
未
満
で
新
規
に
農
業
経
営
を
始

め
る
（
ま
た
は
経
営
開
始
5
年
以
内
）

方
で
、
今
後
の
経
営
計
画
を
作
成
し

て
市
に
申
請
し
、
認
定
を
受
け
た
方
。

■
住
居
賃
貸
料
補
助
金

　
市
外
か
ら
転
入
し
て
就
農
す
る
方
を

対
象
に
、
最
長
3
年
間
、
住
宅
の
賃
貸

料
と
し
て
年
額
10
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

■
新
規
就
農
給
付
金

　
44
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
を
対
象
に
、

最
長
3
年
間
、
最
大
年
額
50
万
円
を
支

給
し
ま
す
。

■
農
地
賃
貸
料
補
助
金
　
　
　
　
　
　

　
農
業
委
員
会
を
通
し
て
借
り
受
け
た

農
地
の
賃
貸
料
に
対
し
、
最
長
3
年
間
、

賃
貸
料
の
2
分
の
1
（
最
大
年
額
10
万

円
）
を
補
助
し
ま
す
。

■
施
設
整
備
及
び
機
械
・
種
苗
等
購
入

補
助
金

　
整
備
や
購
入
に
要
す
る
費
用
（
市
が

　
協
議
会
は
今
後
、
市
内
で
就
農
を
希

望
す
る
方
の
研
修
の
受
入
れ
や
、
主
に

首
都
圏
で
開
催
さ
れ
る
移
住
就
農
イ
ベ

ン
ト
「
新
・
農
業
人
フ
ェ
ア
」
へ
の
出

展
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

村
山
市
新
規
就
農
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
置

　
５
月
31
日
、
青
年
就
農
給
付
金
を
受

給
し
て
い
る
市
内
の
新
規
就
農
者
を
会

員
と
し
「
村
山
市
新
規
就
農
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
（
大
山
拓
也
会
長
）
を
設
置

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
新
規
就
農
者
た

ち
が
連
携
し
、
経
営
向
上
・
確
立
に
向

け
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
担
い
手
と
し

て
の
着
実
な
定
着
を
目
的
に
立
ち
上
げ

た
も
の
で
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
会

員
間
の
情
報
交
換
や
自
主
企
画
の
研
修

活
動
の
ほ
か
、

「
市
担
い
手
創

造
推
進
協
議

会
」
に
も
加
わ

り
、
自
分
た
ち

の
さ
ら
な
る
仲

間
づ
く
り
に
も

取
り
組
み
ま
す
。

認
め
る
も
の
）
に
対
し
、
事
業
費
の
2
分

の
１
（
最
大
50
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

国
の
補
助
事
業

■
青
年
就
農
給
付
金

　
45
歳
未
満
で
、
新
規
に
就
農
す
る
方

ま
た
は
独
立
し
て
新
た
な
部
門
に
取
り

組
む
方
を
対
象
に
、
最
長
５
年
間
、
最

大
年
額
１
５
０
万
円
（
夫
婦
の
場
合
は

最
大
年
額
２
２
５
万
円
）
を
支
給
し
ま

す
。村

山
市
担
い
手
創
造
推
進

協
議
会
が
設
立

　
７
月
14
日
、
市
農
業
士
会
や
市
認
定

農
業
者
連
絡
協
議
会
、
み
ち
の
く
村
山

農
業
協
同
組
合
村
山
市
青
年
部
・
村
山

地
区
女
性
部
な
ど
、
市
内
の
現
在
の
担

い
手
た
ち
を
中
心
に
「
村
山
市
担
い
手

創
造
推
進
協
議
会
」
（
青
柳
篤
会
長
）

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
域
農
業
に
関
わ
る
よ
り

多
く
の
人
た
ち
が
連
携
し
、
自
分
た
ち

の
「
仲
間
づ
く
り
」
の
観
点
で
、
新
規

就
農
者
の
募
集
の
呼
び
か
け
や
、
担
い

手
を
目
指
す
人
た
ち
へ
経
営
面
や
生
活

面
の
支
援
を
行
っ
て
い
こ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

「
援
農
バ
ン
ク
」「
託
農
バ
ン
ク
」

の
取
組
み

　
「
援
農
バ
ン
ク
」
は
、
農
繁
期
の
人

手
が
足
り
な
く
な
る
と
き
に
、
農
作
業

を
手
伝
え
る
人
材
（
主
に
非
農
家
）
の

情
報
を
登
録
し
、
支
援
を
希
望
す
る
農

家
に
紹
介
で
き
る
よ
う
に
す
る
仕
組
み

で
す
。

　
「
託
農
バ
ン
ク
」
は
、
近
い
将
来
に

農
業
経
営
を
や
め
る
こ
と
を
考
え
て
い

る
方
が
、
経
営
を
託
し
た
い
農
地
（
特

に
果
樹
）
の
情
報
を
登
録
し
、
新
規
就

農
者
や
規
模
拡
大
を
考
え
る
農
家
に
紹

介
で
き
る
よ
う
に
す
る
仕
組
み
で
す
。

　
現
在
、
両
バ
ン
ク
の
創
設
に
向
け
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
募
集
開
始

の
際
に
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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特
集
　
新
た
な
保
育
施
設
の
整
備

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し

新
た
な
保
育
施
設
の
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す

　
市
は
、
平
成
27
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
を
受
け
、

村
山
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
で

は
、
地
域
の
実
情
や
施
設
の
老
朽
化
、

児
童
の
減
少
率
の
度
合
い
な
ど
に
よ
り
、

地
域
の
理
解
を
得
な
が
ら
保
育
施
設
等

の
再
編
成
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
て
い
く
た
め
、
国
の
交
付
金
な

ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
計
画
的
に
よ
り

よ
い
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
向
け
事

業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

戸
沢
保
育
園
の
指
定
管
理

　
今
年
４
月
か
ら
、
戸
沢
保
育
園
の
管

理
運
営
は
「
社
会
福
祉
法
人
敬
愛
信
の

会
」
に
よ
る
指
定
管
理
が
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
土
曜
保
育

の
通
常
開
所
や
ご
飯
と
お
か
ず
の
完
全

給
食
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、

指
定
管
理
者
の
特
色
あ
る
保
育
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

袖
崎
・
大
高
根
児
童
セ
ン
タ
ー
が

民
設
民
営
の
認
定
こ
ど
も
園
に

　
袖
崎
児
童
セ
ン
タ
ー
と
大
高
根
児
童

セ
ン
タ
ー
の
両
施
設
は
、
平
成
29
年
４

月
か
ら
「
社
会
福
祉
法
人
ふ
た
ば
保
育

園
」
に
よ
る
民
設
民
営
の
認
定
こ
ど
も

園
と
し
て
保
育
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　
袖
崎
児
童
セ
ン
タ
ー
は
老
朽
化
し
て

問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課
子
育
て
推
進
係
　
☎
内
線
163

児
童
セ
ン
タ
ー
と

　
　
認
定
こ
ど
も
園
の
違
い
は

　
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
す
る
こ
と
で
、

保
育
の
必
要
が
な
い
児
童
（
１
号
認

定
）
も
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
り
、
自
園
で
給
食
を
提
供
す
る

よ
う
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　
特
に
、
児
童
セ
ン
タ
ー
と
の
大
き
な

違
い
は
、
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
ま
で
の

児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
で

す
。
こ
れ
ま
で
、
袖
崎
・
大
高
根
地
域

で
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
の
保
育
を
必
要

と
し
て
い
た
方
は
、
他
地
域
の
保
育
園

に
預
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
は
、
地
元
地
域
で
の
保
育
が
可
能

と
な
り
、
送
迎
な
ど
の
負
担
が
緩
和
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地
元

の
小
学
校
へ
の
就
学
を
考
え
た
場
合
、

入
学
前
の
友
だ
ち
づ
く
り
も
安
心
で
す
。

い
る
こ
と
か
ら
新

た
な
場
所
に
新
築
、

大
高
根
児
童
セ
ン

タ
ー
は
既
存
施
設

を
改
修
し
て
認
定

こ
ど
も
園
へ
移
行

し
て
い
き
ま
す
。
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特集　新たな保育施設の整備

特
集
　
新
た
な
保
育
施
設
の
整
備
・
子
育
て
と
福
祉
の
各
種
手
当
紹
介

し
ろ
は
と
・
新
町
保
育
園
を
統
合

　
現
在
、
楯
岡
地
域
で
は
、
老
朽
化
し

た
「
し
ろ
は
と
保
育
園
」
と
「
新
町
保

育
園
」
を
統
合
し
、
民
設
民
営
に
よ
る

新
設
保
育
施
設
の
平
成
30
年
４
月
開
園

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
場
所
は
楯
岡
五

日
町
で
、
甑
葉
プ
ラ
ザ
の
南
側
に
位
置

し
、
子
育
て
支
援
の
拠
点
で
あ
る
親
子

交
流
ひ
ろ
ば
と
隣
接
す
る
た
め
、
一
体

的
な
子
育
て
エ
リ
ア
が
誕
生
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
中
心
市
街
地
に

開
園
す
る
こ
と
で
、
今
後
、
ま
ち
の
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
と
し
て
も
大
き
く
期
待

で
き
ま
す
。
統
合
に
あ
た
っ
て
は
、
両

保
育
園
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
や
関
係

町
内
の
意
見
な
ど
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、

保
育
施
設
の
運
営
を
行
う
事
業
者
を
公

募
し
て
い
き
ま
す
。
公
募
す
る
に
あ
た

り
、
両
保
育
園
児
が
今
ま
で
と
同
様
の

保
育
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

保
育
所
ま
た
は
認
定
こ
ど
も
園
に
限
定

し
た
施
設
の
事
業
者
を
募
っ
て
い
き
ま

す
。
な
お
、
事
業
者
の
選
定
は
、
行
政

や
有
識
者
に
よ
る
選
定
委
員
会
を
設
置

し
、
よ
り
優
れ
た
事
業
者
を
選
ん
で
い

く
予
定
で
す
。

認
定
こ
ど
も
園
の
保
育
料

　
認
定
こ
ど
も
園
の
保
育
料
は
、
公
設

保
育
園
と
同
じ
で
す
。
管
理
運
営
は
民

営
で
あ
っ
て
も
、
市
が
定
め
た
保
育
料

を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
市
内
の
保
育
園
や
認
定
こ
ど
も
園

は
、
同
じ
保
育
料
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
保
護
者
の
所
得
に
応
じ
て
個
人
の

保
育
料
は
異
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
児
童
セ
ン
タ
ー
の
保
育

料
は
保
護
者
の
所
得
に
関
係
な
く
同
じ

金
額
で
し
た
の
で
、
認
定
こ
ど
も
園
に

移
行
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
保
育

料
と
は
異
な
る
金
額
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
給
食
費
が
保
育
料
に
含
め
ら
れ

る
た
め
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
違
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

1人目から保育料が半額
　村山市は独自の子育て
支援として、保育料を1人
目のお子さんから半額に
しています。子育て世代
を応援するため、県内に
先駆けて取り組んでいる
事業です。

子育てと福祉のための各種手当を紹介します
児童扶養手当
■支給対象　
　18歳未満の児童または20歳未満の障がい児を養育し
ており、以下のいずれかに該当する方
・ひとり親家庭の父または母
・父母に代わる養育者
・配偶者が重度の障がいと認定された父または母
・裁判所からＤＶ保護命令を受けた父または母
・その他、ひとり親と認められる父または母
■支給月額（一部支給額は所得に応じて決定）
・子どもが1人の場合
　全部支給  42,330円　一部支給  42,320円～9,990円
・子ども２人目の加算額
　全部支給10,000円　一部支給  9,990円～5,000円
・子ども3人目以降の加算額（1人につき）
　全部支給  6,000円　一部支給  5,990円～3,000円
※平成28年8月分から加算額が上記の額へ増額されます
が、8月から11月分は、児童扶養手当の支給月である
12月に支払われます。

特別児童扶養手当
■支給対象
　20歳未満の障がい児を養育している父または母
■支給月額　1級  51,500円　2級  34,300円
障がい児福祉手当
■支給対象
　20歳未満で重度の障がいがあるため、常時介護を必要
とする障がい児（施設に入所している方を除く）
■支給月額  14,600円
特別障がい者手当
■支給対象
　20歳以上で著しい重度の障がいがあるため、常時介護
を必要とする障がい者（施設や病院などに3か月以上入
院している方を除く）
■支給月額  26,830円
※特別児童扶養手当、障がい児福祉手当、特別障がい者
手当の支給は、受給者・扶養義務者の所得制限の要件
があります。

■問合せ／子育て支援課子ども福祉係  ☎内線162
　　　　　福祉課生活福祉係　　　　  ☎内線147
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子
育
て
応
援
情
報

子育て子育て応援情報応援情報
～交流イベント・講座情報～

Babyママカフェ
▶事前にお申し込みください

平成27年8月以降生まれの赤ちゃ
んとママが対象
　妊娠中の方も参加できます。ア
ルバムづくりを行いますので、写
真を数枚持参してください。定員
18組。
■期日　8月25日(木)
■時間　午前10時30分～11時30分
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
■参加費　100円
問親子交流ひろば  ☎(53)0901

屋内の遊び場として開放
保育施設開放日
保育施設など入所前の親子対象
■期日・会場・時間
・8月9日(火)
　袖崎、大高根児童センター
　午前8時30分～10時30分
・8月19日(金)　冨本児童センター
　午前9時～11時
・8月23日(火)
　西郷、ちぐさ児童センター
　午前9時～11時
　袖崎児童センター
　午前8時30分～10時30分
問子育て支援課  ☎内線163

ぐんぐんの
「ぴょんぴょん広場」
2歳児の親子対象
　平成25年4月2日から平成26年
4月1日までに生まれたお子さん
の子育て・孫育て中の方の遊びや
集いの場です。
■日時　8月25日(木)午前10時～11時
■会場　戸沢保育園
問子育て支援センターぐんぐん
　 ☎(56)2002

子育て応援室「すくすく」
子育て・孫育て中の方ならどなたでも
　子育ての話ができる場です。子
育て支援コーディネーターが子育
て支援の情報提供も行います。
■期日　8月30日(火)
■時間　午前9時30分～11時30分
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
問親子交流ひろば  ☎(53)0901

ひだまり保健室
小学校入学前のお子さん対象
　お子さんの身長・体重測定がで
きます。測定結果はカードにして
お渡しします。
■期日　8月4日(木)
■時間　午前10時30分～11時受付
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
問親子交流ひろば  ☎(53)0901

おたんじょう手形
プレゼント
3歳までのお子さん対象
　8月生まれのお子さんに記念の
手形をプレゼントします。
■期日　8月26日(金)
■時間　午前10時30分まで受付
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
問親子交流ひろば  ☎(53)0901

ぐんぐんの「出前保育」
保育施設など入所前の親子対象
　体操や手遊びなどを楽しみま
しょう。保育施設の園児との交流
や工作、おやつの時間もあります。
■期日・会場
8月3日(水)　戸沢保育園
■時間　午前9時30分～11時30分
問子育て支援センターぐんぐん
　 ☎(56)2002

高校生が子育て体験
▶事前にお申し込みください
2歳児までの親子対象
　体験に協力いただける親子を募
集します。定員10組。
■期日　8月23日(火)
■時間　午前10時30分～11時30分
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
問親子交流ひろば  ☎(53)0901

徳内まつり期間の
親子交流ひろば開館時間
　徳内まつり期間中の開館・業務
は午前中のみとなります。
問親子交流ひろば  ☎(53)0901

お魚カフェ
▶事前にお申し込みください

1歳以上の親子対象
　魚のつかみどりの後、塩焼きに
していただきます。定員30組。
■期日　8月10日(水)
■時間　午前10時～11時30分
■会場　甑葉プラザ
■参加費　大人200円、子ども100円
■持ち物　着替え、タオル、子ど

も用軍手、飲み物など
問親子交流ひろば  ☎(53)0901

はじめの一歩（入園準備ゼミ）
▶事前にお申し込みください

2歳児の親子対象
　来春、幼稚園や保育園などの年
少クラスに入園予定の方向けの研
修会です。お子さんは集団保育体
験を行います。定員20組。
■日時　9月9日(金)午前10時～正午
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
■締切　8月17日(水)
問親子交流ひろば  ☎(53)0901

親子で楽しむ
わらべうた・絵本の世界
年少児から小学2年生の親子対象
　わらべうたや絵本に親しみ、楽
しい時間を過ごしましょう。
■期日　8月27日(土)
■時間　午前10時～11時
■会場　甑葉プラザ研修室
■講師　渡辺裕子氏
問子育て支援センターぐんぐん
 　☎(56)2002
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年
1
回
は
必
ず
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
健
康
づ
く
り
は
、
自
分
の
健
康
状
態

を
知
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
生
活
習
慣

病
の
発
症
予
防
と
重
症
化
予
防
の
た
め

に
毎
年
、
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
、
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
に
が
ん

検
診
を
定
期
的
に
受
け
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
ほ
か
に
も
、
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
で
受
診
す
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ポ
イ
ン
ト
も
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
す
て
き
な
特
典
が
も
ら
え
る

１
０
０
ポ
イ
ン
ト
を
目
指
し
、
ど
ん
ど

ん
ポ
イ
ン
ト
を
集
め
ま
し
ょ
う
。

健
診
の
申
込
み
・
変
更
に
つ
い
て

　
こ
れ
か
ら
で
も
健
診
の
申
込
み
や
、

日
程
の
変
更
は
可
能
で
す
。
人
間
ド
ッ

ク
、
レ
デ
ィ
ー
ス
検
診
に
は
定
員
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
保
健
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
翌
月
の
健
診
日
程

は
、
毎
月
15
日
号
の
市
民
の
友
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
特
定
健
康
診

査
は
、
受
診
の
結
果
、
生
活
習
慣
病
の

リ
ス
ク
が
高
い
方
を
抽
出
し
、
保
健
指

導
に
よ
る
生
活
習
慣
の
改
善
を
図
り
ま

す
。
健
康
寿
命
を
延
ば
し
心
豊
か
な
生

活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

30
歳
代
の
方
も
健
診
の
対
象
で
す

　
健
診
は
40
歳
以
上
が
対
象
で
し
た

が
、
村
山
市
で
は
、
昨
年
度
か
ら
30
歳

代
の
方
も
健
康
診
査
と
各
種
が
ん
検
診

（
乳
が
ん
検
診
を
除
く
）
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
職
場
な
ど
で

受
診
す
る
機
会
の
な
い
方
は
ぜ
ひ
、
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

健
診
で
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
よ
う

　
各
種
健
診
は
6
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
「
み
ん
な
で
ハ
ッ
ピ
ー
レ
ー
ジ
事

業
」
の
ポ
イ
ン
ト
対
象
に
な
っ
て
お

り
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
れ
ば
40

問
合
せ
／
保
健
課
保
健
係
　
☎
内
線
131

自
分
の
健
康
状
態
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す

市
健
康
づ
く
り
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
　
ぽ
っ
ぴ
ー

市が実施する健診

項目 対象者 獲得できる
ハッピーレージポイント

特定健康診査
（40～74歳）

市国民健康保険被保険者
受診券がある他医療保険被扶養者   10

後期高齢者健康診査 後期高齢者医療加入者 10
健康診査 30歳以上の市民 10
各種がん検診

（レディース検診含む）
30歳以上の市民

（子宮頸がん検診は20歳以上、乳がん検診は40歳以上） 各5

人間ドック
（健康診査＋各種がん） 40歳以上の市民 40

健
診

30
歳

健
診

特定健康診査およびがん検診の受診率（H27）

項　目 受診率
特定健康診査（国保） 51.4％(速報値)

大腸がん検診 49.6％

肺がん検診 45.6％

胃がん検診 35.9％

乳がん検診 33.6％

子宮頸がん検診 26.0％
特
集
　
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

特集　健診を受けましょう
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時
の
動
静
・
わ
れ
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊

時
の
動
静

市
長
が
市
の
動
き
を
お
伝
え
し
ま
す

■
夢
応
援
奨
学
金

　
6
月
か
ら
募
集
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
学
習
意
欲
や
能
力
が
あ
り
な
が
ら
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
進
学
を
断
念
す

る
生
徒
が
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
こ
の
制
度
は
、
そ
う
い
う
生
徒
た
ち
に
希
望
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
の
奨
学
金
で

す
。
今
の
日
本
の
奨
学
金
は
ほ
と
ん
ど
が
貸
す
も
の
で
、
将
来
、
返
済
の
義
務
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
現
実
は
貸
与
型
の
奨
学
金
だ
け
で
は
足
り
ず
、
進
学
を
断
念
す

る
生
徒
が
数
多
く
い
ま
す
。

　
今
回
、
市
が
創
設
し
た
夢
応
援
奨
学
金
は
「
給
付
型
」
。
大
学
生
を
例
に
挙
げ
れ

ば
、
生
活
費
な
ど
は
貸
付
奨
学
金
（
国
公
立
は
月
額
5
万
１
千
円
）
と
家
庭
教
師
な

ど
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
賄
い
、
授
業
料
（
国
公
立
は
年
額
約
60
万
円
）
は
夢
応
援
奨
学

金
で
賄
う
と
い
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
自
立
進
学
を
可
能
に
す
る
欧
米
に
近

い
制
度
で
す
。

・
制
度
の
充
実
を
図
る

　
ど
ん
な
も
の
で
も
最
初
か
ら
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
目
標
に
検
討
を
重
ね
て
創
設

し
た
制
度
で
す
が
、
実
際
に
運
用
し
て
み
る
と
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
も
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
問
題
点
を
少
し
ず
つ
改

良
し
、
実
の
あ
る
制
度
に
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

・
村
山
版
「
野
口
英
世
」

　
村
山
市
の
夢
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
日
本
そ
し
て
世
界

を
股
に
か
け
て
活
躍
す
る
よ
う
な
人
材
が
、
村
山
市
か
ら
誕

生
す
る
こ
と
。
市
民
み
ん
な
で
期
待
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

Vol.
008

　
村
山
市
に
来
て
3
か
月
が
経
ち
ま
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
誘
っ
て
い

た
だ
き
楽
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
つ
な
が
る
輪
が
と
て
も
早
く
「
○
○

さ
ん
か
ら
聞
い
た
よ
」
と
イ
ベ
ン
ト
担
当

の
方
が
お
話
し
に
来
て
く
だ
さ
る
こ
と
も

し
ば
し
ば
。
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
農
村
文
化
保
存
伝
承
館

で
行
わ
れ
て
い
る
「
そ
ば
の
会
」
に
も

参
加
し
て
い
ま
す
。
「
そ
ば
の
会
」
で

は
、
市
内
の
そ
ば
屋
さ
ん
が
「
師
匠
」
と

な
っ
て
、
優
し
く
、
時
に
厳
し
く
？
熱
意

を
持
っ
て
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
私
の

作
っ
た
そ
ば
は
、
長
さ
も
太
さ
も
バ
ラ
バ

ラ
、
ボ
ロ
ボ
ロ
。
練
習
あ
る
の
み
で
す

ね
！
そ
ば
打
ち
後
の
試
食
で
は
、
師
匠
か

ら
そ
ば
の
未
来
に
つ
い
て
の
話
や
、
子
ど

も
た
ち
に
そ
ば
文
化
を
伝
え
た
い
と
い
う

気
持
ち
も
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
市
内
に
は
、
村
山
市
を
良
く
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
私

よ
り
も
ず
っ
と
知
識
が
あ
っ
て
、
村
山
市

へ
の
愛
情
に
あ
ふ
れ
た
市
民
の
み
な
さ
ん

の
声
を
う
ま
く
拾
っ
て
動
い
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
引
き
続
き
村
山
市
を
楽
し
ん

で
い
き
ま
す
！

Vol.
17

こ
ん
に
ち
は

　
　
　
東
怜
鹿
で
す

～東怜鹿隊員の奮闘記～

キーワードは
　  給付型

1228.8.1　　広報　市民の友　むらやま



表
彰
者
紹
介
・
生
活
福
祉
情
報
・
国
民
年
金
情
報

消防操法審査会

　7月17日、消防協会北村山支部の消防操法審査会が最上川イベント広
場で行われ、積み重ねてきた訓練の成果を披露しました。
　大会では以下の隊が入賞し、それぞれ第1位となった隊は、9月11日
に行われる北村山支部大会に出場します。

　富並地区で側溝に倒れていた
人を救助した功績に対し、6月23
日、次の方へ市から感謝状を贈呈
しました。
■増川　俊悦さん（大高根）

表彰者のみなさんをご紹介します｡
受賞、おめでとうございます!

　
障
が
い
者
が
有
料
道
路
を
利
用
す
る

場
合
、
通
行
料
の
割
引
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
割
引
を
受
け
る
た
め
に
は
、
福
祉

課
で
事
前
手
続
き
が
必
要
で
す
。

割
引
の
対
象

①
障
が
い
者
本
人
が
運
転
す
る
場
合

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
す
べ
て
の
方

②
障
が
い
者
本
人
以
外
が
運
転
し
、
障

が
い
者
が
同
乗
す
る
場
合

　「
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
旅
客
運
賃
減
額
」

欄
が
第
１
種
の
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

は
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

割
引
料
金
　
通
常
料
金
の
半
額

申
請
に
必
要
な
も
の

・
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

・
自
動
車
車
検
証
と
運
転
免
許
証
（
障

が
い
者
本
人
が
運
転
す
る
場
合
）

※
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
利
用
す
る
場
合
は
、
障
が

い
者
名
義
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
と
Ｅ
Ｔ
Ｃ

車
載
器
管
理
番
号
が
確
認
で
き
る
書
類
等

■
問
合
せ
／

福
祉
課
生
活
福
祉
係  

☎
内
線
147

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
ま
と
め
て
払

う
と
割
引
さ
れ
る
「
前
納
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。

生
活
福
祉
情
報

国
民
年
金
情
報

国
民
年
金
保
険
料
は
前
納
が
お
得
で
す

消防人命救助感謝状

有
料
道
路
に
お
け
る

障
が
い
者
割
引
制
度

■自動車ポンプの部
1位　第5分団第1部第1班（冨本）

■小型ポンプの部
1位　第2分団第1部（西郷）
2位　第6分団第2部第1班（戸沢）
3位　第3分団第1部第2班（大倉）

■
定
例
年
金
相
談

　
寒
河
江
年
金
事
務
所
へ
ご
希
望
の
時

間
を
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

期
日
　
８
月
12
日
（金）

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

会
場
　
市
商
工
会
館

■
問
合
せ
／
寒
河
江
年
金
事
務
所

☎
０
２
３
７

（84）
２
５
５
１
ま
た
は

市
民
環
境
課
市
民
係  

☎
内
線
113 

前納による割引額

前納期間 現金納付 口座振替 申込期限

6か月 790円 1,110円 2月末、8月末

1年 3,460円 4,090円 2月末

2年 － 15,690円 2月末

※10月から3月分の前納をご希望の方は、金融
機関または年金事務所に8月末までお申し込
みください。基礎年金番号がわかるものと預
金通帳、通帳の届け出印をお持ちください。

第2分団第1部のみなさん第5分団第1部第1班のみなさん
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　市内で行われた催しや市にまつわる出来事などを取材
し、市民のみなさんに楽しい話題をお伝えします。

ま
ち
の
話
題

　
7
月
1
日
か
ら
村
山
駅
東
口
の
1
階

に
観
光
案
内
所
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
市
が
設
置
し
た
も
の
で
、
（
一

社
）
市
観
光
物
産
協
会
（
平
良
悦
会

長
）
が
事
務
所
を
移
転
し
、
運
営
し
て

い
ま
す
。
案
内
所
は
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
も
営
業
し
て
お
り
、
市
内
の
ほ
か

近
隣
市
町
村
の
観
光
案
内
も
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
駅
1
階
に
あ
る
こ
と

で
、
タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
、
レ
ン
タ
カ
ー

な
ど
、
2
次
交
通
へ
の
案
内
も
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
近
隣
市
町
村
と
の
つ
な
が

り
を
生
か
し
た
広
域
観
光
ツ
ア
ー
な
ど

も
企
画
し
て
い
ま
す
。

市
観
光
案
内
所
が
オ
ー
プ
ン新しく設置した村山駅東口の観光案内所

　
7
月
2
日
、
3
日
に
開
催
さ
れ
た
友

好
都
市
北
海
道
厚
岸
町
の
「
厚
岸
夏
祭

り
山
車
の
競
演
」
に
、
徳
内
ば
や
し
振

興
会
が
2
年
ぶ
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
７
団
体
か
ら
34
人
。
パ

レ
ー
ド
で
は
、
先
頭
を
切
っ
て
、
手
引

き
山
車
と
と
も
に
迫
力
あ
る
徳
内
ば
や

し
を
披
露
。
沿
道
の
観
客
を
巻
き
込
ん

だ
踊
り
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と
笑

顔
で
交
流
し
ま
し
た
。

　
３
日
の
朝
に
は
、
最
上
徳
内
ゆ
か
り

の
地
、
厚
岸
神
社
で
演
舞
を
披
露
。
披

露
後
は
、
徳
内
ば
や
し
の
原
点
で
あ
る

厚
岸
町
の
獅
子
舞
や
神
楽
踊
り
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

厚
岸
夏
祭
り
に

徳
内
ば
や
し
が
参
加

大勢の観客を魅了した迫力ある演舞

　
6
月
26
日
、
第
11
回
全
国
各
流
居
合

道
さ
く
ら
ん
ぼ
大
会
を
市
民
体
育
館
で

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
日
頃

か
ら
居
合
道
に
親
し
ん
で
い
る
剣
士
が

一
堂
に
会
し
、
演
武
を
競
い
合
う
も
の

で
す
。
今
年
は
こ
れ
ま
で
で
最
大
と
な

る
約
４
２
０
人
の
剣
士
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
開
会
式
で
は
、
楯
岡
小
学
校
居
合
道

ク
ラ
ブ
の
児
童
ら
が
演
武
を
披
露
し
、

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
大
会
は
各
段
に
分
か
れ
て
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
制
で
実
施
。
参
加
者
の
み
な
さ

ん
は
真
剣
な
面
持
ち
で
日
頃
の
鍛
錬
の

成
果
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

全
国
か
ら
剣
士
が
集
結

居
合
道
さ
く
ら
ん
ぼ
大
会

開会式で演武を披露した楯岡小居合道クラブ
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ま
ち
の
話
題

　
西
郷
地
区
駅
伝
大
会
が
7
月
3
日
、

西
郷
地
域
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和

58
年
か
ら
34
年
続
い
た
伝
統
の
大
会
で

す
が
、
参
加
者
の
高
齢
化
や
児
童
の
減

少
が
進
み
、
選
手
を
確
保
で
き
な
い
地

区
が
増
え
て
き
た
こ
と
か
ら
、
今
大
会

で
幕
を
下
ろ
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
雨
天
の
中
、
小
学
1
年
生

か
ら
60
代
ま
で
約
１
６
０
人
の
ラ
ン

ナ
ー
が
参
加
。
趣
向
を
凝
ら
し
た
衣
装

で
大
会
を
盛
り
上
げ
た
チ
ー
ム
や
兄

弟
・
親
子
・
夫
婦
で
た
す
き
を
つ
な
い

だ
チ
ー
ム
な
ど
、
頑
張
る
ラ
ン
ナ
ー
た

ち
に
、
沿
道
か
ら
は
温
か
い
声
援
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
7
月
11
日
、
（
一
社
）
県
建
築
士
会

村
山
支
部
（
矢
萩
浩
次
支
部
長
）
と

「
災
害
時
に
お
け
る
被
災
建
築
物
応
急

危
険
度
判
定
業
務
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。
県
内
で
は
山
形
市
、

鶴
岡
市
に
次
い
で
3
番
目
の
締
結
と
な

り
ま
す
。

　
こ
の
協
定
は
、
震
度
５
弱
以
上
の
地

震
が
発
生
し
た
際
に
、
被
災
し
た
建
物

を
建
築
士
会
の
会
員
が
調
査
し
、
そ
の

後
の
余
震
な
ど
に
よ
る
建
物
倒
壊
の
危

険
性
を
迅
速
に
判
定
す
る
も
の
で
す
。

建
物
倒
壊
に
よ
る
2
次
被
害
の
防
止
に

重
要
な
役
割
を
果
た
す
協
定
と
な
り
ま

す
。

34
年
の
歴
史
に
幕

西
郷
地
区
駅
伝
大
会

災
害
時
被
災
建
築
物
応
急
危

険
度
判
定
業
務
の
協
定
締
結

小雨の中、碁点地区からスタート

　
5
月
21
日
、
戸
沢
小
5
年
生
の
親
子

行
事
で
、
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
遊

具
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
2
月

に
開
催
し
た
「
地
域
の
集
い
」
で
「
地

域
の
核
で
あ
る
小
学
校
を
人
が
集
う
場

所
に
し
た
い
」
「
遊
具
が
あ
る
と
自
然

に
親
子
が
集
ま
る
」
と
い
う
意
見
が
出

た
こ
と
か
ら
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　
行
事
に
は
約
60
人
が
参
加
。
1
家
族

1
本
の
古
タ
イ
ヤ
を
半
分
地
面
に
埋
め

こ
み
、
好
き
な
色
の
ペ
ン
キ
を
塗
っ
て

26
本
の
遊
具
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
カ
ラ
フ
ル
な
手
作
り
新
遊
具
は
子
ど

も
た
ち
に
大
人
気
。
順
番
待
ち
を
し
な

が
ら
、
毎
日
楽
し
く
遊
ん
で
い
ま
す
。

　
7
月
4
日
、
楯
岡
買
物
バ
ス
の
出
発

式
が
、
バ
ス
の
停
留
所
と
な
る
ひ
ば
り

保
育
園
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出

や
、
市
街
地
周
辺
の
交
通
空
白
地
域

（
楯
岡
地
域
の
北
部
や
東
部
な
ど
）
に

お
け
る
買
物
弱
者
対
策
と
し
て
、
平
成

29
年
3
月
31
日
ま
で
実
証
運
行
す
る
も

の
で
す
。
バ
ス
は
、
ひ
ば
り
保
育
園
か

ら
湯
沢
公
民
館
、
法
務
局
前
、
ヤ
マ
ザ

ワ
、
山
形
銀
行
・
荘
内
銀
行
支
店
前
な

ど
を
経
由
し
て
Ｊ
Ｒ
村
山
駅
ま
で
を
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
で
、
平
日
に
1
日
2
往
復

し
ま
す
。
利
用
料
は
無
料
で
す
。
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

園児に見送られ、出発する楯岡買物バス

戸
沢
小
に
地
域
で
遊
具
を
設
置

楯
岡
買
物
バ
ス
出
発
式

設置した遊具で元気に遊ぶ戸沢小児童

協定書を締結した矢萩支部長と志布市長
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北
村
山
中
学
校
総
体
の
成
績

■
駅
伝
　
男
子
／
②
楯
岡

■
新
体
操
　
女
子
／
①
楯
岡

■
剣
道
　
女
子
／
②
楯
岡

■
柔
道
　

男
子
／
②
楯
岡

女
子
／
①
楯
岡
　
③
葉
山

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

男
子
／
③
葉
山
　
③
楯
岡
　

女
子
／
①
楯
岡

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　

男
子
／
③
楯
岡
　
女
子
／
③
楯
岡

■
卓
球
　
男
子
／
②
楯
岡

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
　
女
子
／
②
楯
岡

■
野
球
　
①
楯
岡
　
③
葉
山

■
サ
ッ
カ
ー
　
③
楯
岡

■
陸
上

学
校
対
抗
男
子
／
②
楯
岡
　
③
葉
山

学
校
対
抗
女
子
／
②
楯
岡

男
女
総
合
／
②
楯
岡
　
③
葉
山

男
子
低
学
年
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
／
③
楯
岡

男
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
／
①
楯
岡

■
水
泳

１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ
／
③
矢
萩
　
周
（
楯
岡
）

２
０
０
ｍ
背
泳
ぎ
／
③
矢
萩
　
周
（
楯
岡
）

■
体
操

総
合
／
②
安
達
滉
人
（
楯
岡
）

ゆ
か
／
②
安
達
滉
人
（
楯
岡
）

あ
ん
馬
／
②
安
達
滉
人
（
楯
岡
）

跳
馬
／
③
安
達
滉
人
（
楯
岡
）

鉄
棒
／
③
安
達
滉
人
（
楯
岡
）

■
柔
道

55
キ
ロ
級
／
①
八
鍬
　
哲
（
楯
岡
）

66
キ
ロ
級
／
③
伊
藤
駿
佑
（
楯
岡
）

81
キ
ロ
級
／
②
奥
山
汐
瀬
（
楯
岡
）

90
キ
ロ
級
／
①
安
達
陸
来
（
楯
岡
）

②
板
垣
龍
亜（
楯
岡
）
③
伊
藤
諄
哉（
楯
岡
）

90
キ
ロ
超
級
／
③
青
木
太
陽
（
葉
山
）

■
陸
上

1
年
１
０
０
ｍ
／
③
松
田
龍
仁
（
葉
山
）

2
年
１
０
０
ｍ
／
①
元
木
流
星
（
葉
山
）

3
年
１
０
０
ｍ
／
②
伊
藤
悠
斗
（
楯
岡
）

２
０
０
ｍ
／
①
片
桐
幸
浩
（
葉
山
）

北
村
山
中
学
校
総
合
体
育
大
会
の
成
績

８
０
０
ｍ
／
③
結
城
吉
人
（
楯
岡
）

1
年
１
５
０
０
ｍ
／
②
高
橋
広
翔
（
楯
岡
）

2
・
3
年
１
５
０
０
ｍ
／
①
清
水
壱
晟

（
楯
岡
）
③
結
城
吉
人
（
楯
岡
）

３
０
０
０
ｍ
／
①
清
水
壱
晟
（
楯
岡
）

１
１
０
ｍ
障
害
／
②
元
木
流
星
（
葉
山
）

走
高
跳
／
①
伊
藤
悠
斗
（
楯
岡
）

棒
高
跳
／
①
高
嶋
奏
汰
（
楯
岡
）

②
犬
飼
　
匠
（
葉
山
）

走
幅
跳
／
①
大
沼
　
秀
（
葉
山
）

③
片
桐
幸
浩
（
葉
山
）

砲
丸
投
／
①
多
田
直
黄
（
葉
山
）

③
犬
飼
　
哲
（
葉
山
）

四
種
競
技
／
①
森
山
　
陸
（
楯
岡
）

■
水
泳

２
０
０
ｍ
自
由
形
／
①
佐
藤
　
麗
（
楯
岡
）

４
０
０
ｍ
自
由
形
／
①
佐
藤
　
麗
（
楯
岡
）

１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
／
①
青
木
美
空

（
楯
岡
）
②
青
柳
南
渚
（
葉
山
）

２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
／

①
青
柳
南
渚
（
葉
山
）

４
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
／

②
青
木
美
空
（
楯
岡
）

■
剣
道

①
西
塚
海
空
（
葉
山
）
②
工
藤
ひ
な
た

（
楯
岡
）

■
柔
道

40
キ
ロ
級
／
①
木
村
か
え
で
（
葉
山
）

②
笹
原
羽
藍
（
楯
岡
）

44
キ
ロ
級
／
①
佐
藤
薫
子
（
楯
岡
）

②
吉
田
真
己
（
楯
岡
）

48
キ
ロ
級
／
②
永
岡
真
優
（
楯
岡
）

52
キ
ロ
級
／
①
安
達
鈴
音
（
楯
岡
）

③
中
里
有
希
（
葉
山
）

63
キ
ロ
級
／
①
能
登
佳
音
（
楯
岡
）

■
陸
上

３
年
１
０
０
ｍ
／
②
高
橋
夢
生
（
楯
岡
）

２
０
０
ｍ
／
②
高
橋
夢
生
（
楯
岡
）

８
０
０
ｍ
／
①
細
矢
愛
結
（
葉
山
）

2
・
3
年
１
５
０
０
ｍ
／
②
細
矢
愛
結

（
葉
山
）

走
高
跳
／
②
藤
橋
葉
月
（
楯
岡
）

走
幅
跳
／
①
片
桐
幸
恵
（
葉
山
）

砲
丸
投
／
③
日
塔
　
蓮
（
葉
山
）

四
種
競
技
／
①
藤
橋
葉
月
（
楯
岡
）

②
片
桐
幸
恵
（
葉
山
）

団
体
の
部

個
人
の
部
・
男
子

個
人
の
部
・
女
子

　
3
位
ま
で
入
賞
し
た
個
人
・
団
体
を
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
・
丸
付
き
数
字
は
順
位
）
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む
ら
や
ま
発
わ
だ
い
の
グ
ル
メ
め
ぐ
り

Ｒ
13

最
上
川

最
上
川

隼橋隼橋 コ
ン
ビ
ニ

コ
ン
ビ
ニ

ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド

ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド

金
谷
交
差
点

金
谷
交
差
点

鴨
つ
け
め
ん
あ
い
か
も
会
館

住所：本飯田1477　電話：55-5682　営業時間：午前11時～午後3時　定休日：水曜日　※土曜・日曜日、祝日は予約優先

次回は、松田さんがお薦めの寿司割烹川島（西郷）を取材します。

　
隼
橋
か
ら
東
へ
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
距
離
に
あ
る
「
あ
い
か
も
会
館
」

は
、
合
鴨
料
理
と
温
泉
を
楽
し
め
る
お

店
で
す
。
お
か
み
で
あ
る
松
田
せ
つ
子

さ
ん
の
父
親
が
、
温
泉
が
出
る
こ
の
地

を
気
に
入
り
、
築
３
０
０
年
を
越
え
る

古
民
家
を
移
築
し
て
昭
和
52
年
に
開
業

し
ま
し
た
。
ま
も
な
く
、
せ
つ
子
さ
ん

も
店
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り
、
平
成
3

年
か
ら
は
、
父
親
の
後
を
継
い
で
店
を

切
り
盛
り
し
て
い
ま
す
。

　
「
鴨
つ
け
め
ん
」
の
誕
生
は
、
地
元

の
方
が
打
っ
た
そ
ば
に
せ
つ
子
さ
ん
が

感
動
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
し
た
。
お

店
で
出
す
た
め
、
す
ぐ
に
そ
ば
打
ち
を

習
い
に
行
き
、
の
ど
越
し
の
良
い
中
太

の
板
そ
ば
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
合
鴨
と
合
わ
せ
る
こ
と
を
ひ
ら
め

い
た
そ
う
で
す
。
「
鴨
つ
け
め
ん
」
は

小
鍋
に
入
っ
た
温
か
い
合
鴨
汁
と
通
常

の
冷
た
い
つ
け
だ
れ
の
2
種
類
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
合
鴨
汁
に
は
宮

内
庁
に
納
め
て
い
る
業
者
か
ら
仕
入
れ

た
良
質
な
合
鴨
だ
け
を
使
用
。
合
鴨
の

ほ
か
、
き
の
こ
や
ワ
ラ
ビ
な
ど
の
具
材

も
た
っ
ぷ
り
入
っ
て
お
り
、
鍋
と
し
て

も
お
い
し
く
い
た
だ
け
る
ほ
ど
で
し

た
。
う
ま
味
た
っ
ぷ
り
の
つ
け
汁
と
そ

ば
の
相
性
も
抜
群
。
通
常
の
冷
た
い
つ

け
だ
れ
と
交
互
に
食
べ
る
と
、
た
れ
に

よ
っ
て
、
そ
ば
の
食
感
や
香
り
が
異
な

り
、
最
後
ま
で
違
い
を
楽
し
み
な
が
ら

食
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
あ
い
か
も
会
館
は
宴
会
料
理
も
好
評

で
す
。
酒
田
市
で
板
前
の
修
業
を
し
て

い
た
息
子
の
明
さ
ん
が
帰
っ
て
き
た
こ

と
で
、
田
舎
料
理
に
加
え
て
新
鮮
な
魚

料
理
も
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
せ
つ
子
さ
ん
の
夢
は
、
自
分
で
ひ
い

た
粉
で
そ
ば
を
打
つ
こ
と
。
こ
れ
か
ら

も
そ
ば
打
ち
を
勉
強
し
続
け
、
腕
を
磨

い
て
い
き
た
い
そ
う
で
す
。

　
そ
ば
と
合
鴨
、
両
方
に
こ
だ
わ
っ
た

絶
品
つ
け
そ
ば
。
わ
だ
い
の
グ
ル
メ
を

召
し
上
が
れ
。

むらやま わだいのグルメめぐり
むらやまに美味いものあり！

発
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お
知
ら
せ

水
稲
病
害
虫
の
航
空
防
除

　

市
航
空
防
除
協
議
会
で
は
、
以
下
の

日
程
で
有
人
・
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
る
水
稲
病
害
虫
の
一
斉
防
除
を
行
い

ま
す
。

防
除
時
間　

午
前
4
時
45
分
〜
10
時
頃

■
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

・
防
除
実
施
中
は
散
布
区
域
に
入
ら
な
い
。

・
防
除
中
は
窓
を
閉
め
る
。

・
洗
濯
物
は
、
防
除
時
間
帯
を
過
ぎ
て

か
ら
干
す
。

・
農
薬
の
散
布
が
心
配
さ
れ
る
場
所
に
は
、

自
動
車
な
ど
の
野
外
放
置
は
し
な
い
。

■
有
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
防
除

・
楯
岡
、
大
倉
、
大
久
保
、
冨
本
地
域

　

期
日　

8
月
3
日
（水）
、
16
日
（火）

・
西
郷
、
戸
沢
地
域

　

期
日　

8
月
4
日
（木）
、
17
日
（水）

・
袖
崎
、
大
高
根
地
域

　

期
日　

8
月
5
日
（金）
、
18
日
（木）

■
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
防
除

・
戸
沢
地
域
（
葉
山
中
周
辺
、
樽
石
の

　

一
部
地
域
、
大
槇
の
一
部
地
域
）

　

期
日　

8
月
3
日
（水）
、
16
日
（火）

・
楯
岡
地
域
（
楯
岡
中
周
辺
、
ヤ
マ
ザ
ワ

村
山
店
周
辺
、
湯
沢
の
一
部
地
域
、

ご
覧
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
楯
岡
小
学
校

の
卒
業
生
や
地
域
の
方
々
な
ど
、
ど
な

た
で
も
見
学
で
き
ま
す
。

期
日　

8
月
12
日
（金）

時
間　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

■
問
合
せ
／
楯
岡
小
学
校
（
教
頭
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（55）
２
４
１
１

祈
り
の
日
に
黙
と
う
を

　

広
島
市
と
長
崎
市
で
は
、
原
爆
死
没

者
の
め
い
福
と
世
界
平
和
を
願
い
、
原

爆
が
投
下
さ
れ
た
時
刻
に
黙
と
う
が
さ

さ
げ
ら
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、
黙
と

う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

8
月
6
日
（土）
午
前
8
時
15
分
（
広
島
）

8
月
9
日
（火）
午
前
11
時
2
分
（
長
崎
）

■
問
合
せ
／
総
務
課　
　
　

☎
内
線
211

村
山
市
戦
没
者
追
悼
式

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
犠
牲
と
な
ら

れ
た
戦
没
者
の
み
な
さ
ん
を
追
悼
し
、

平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
た
め
、

戦
没
者
追
悼
式
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

8
月
15
日
（月）

時
間　
午
前
11
時
55
分
〜
（
正
午
黙
と
う
）

会
場　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
福
祉
課　
　
　

☎
内
線
141

監
理
す
る
こ
と
が
可
能
な
方
と
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
政
策
推
進
課　

☎
内
線
274

学
校
文
集
一
堂
公
開

図
書
館
同
窓
会
へ
ど
う
ぞ

　

図
書
館
で
は
、
小
中
学
校
と
連
携

し
、
学
校
文
集
を
中
心
に
収
蔵
資
料
を

一
堂
に
展
示
し
ま
す
。
小
中
学
校
の
同

窓
会
や
、
古
希
祝
い
、
還
暦
祝
い
な
ど

の
際
に
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間　

8
月
1
日
（月）
〜
31
日
（水）

※
8
月
22
日
（月）
は
休
館
日

時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
7
時

※
日
曜
、
祝
日
は
午
後
5
時
ま
で

会
場　

市
立
図
書
館

展
示
資
料　

学
校
文
集　

小
学
校
9
校
（
旧
大
倉

小
、
山
の
内
小
含
む
）
・
中
学
校
6
校

（
旧
中
学
校
含
む
）
、
五
十
年
・
百
年

誌
や
閉
校
記
念
誌
な
ど

■
問
合
せ
／
市
立
図
書
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（55）
２
８
３
３

楯
岡
小
学
校
校
舎
見
学
会

　

小
学
校
改
築
に
伴
い
、
現
校
舎
を
自

由
に
見
学
で
き
る
日
を
設
定
し
ま
す
。

新
校
舎
に
な
る
前
に
、
現
校
舎
を
一
目

第
2
回
村
山
の「
あ
ん
ば
い
・
い
い
家
」

大
賞
設
計
コ
ン
ペ
作
品
募
集

　

市
内
へ
の
定
住
促
進
を
図
る
た
め
、

若
い
世
代
が
デ
ザ
イ
ン
、
設
備
、
施
工

費
な
ど
で
魅
力
を
感
じ
る
住
宅
の
設
計

案
を
募
集
し
ま
す
。

設
計
コ
ン
セ
プ
ト

雪
を
考
え
た
住
宅
で
経
済
性
と
環
境
配

慮
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
お
り
、
三
世

代
同
居
が
可
能
な
住
宅

募
集
期
間　

10
月
31
日
（月）
ま
で

応
募
資
格　

学
生
を
含
め
建
築
士
な
ど

の
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
実
際
建
築

す
る
場
合
に
有
資
格
者
と
共
同
で
施
工

楯
岡

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

学図
書

第大
賞

祈
り

村
山

水
稲

1828.8.1　　広報　市民の友　むらやま



お
知
ら
せ

当
し
た
方
に
は
申
請
書
を
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
８
月
中
に
減
免
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
今
年
度
か
ら
市
民

税
非
課
税
世
帯
に
な
っ
た
方
は
新
た
に

該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
負
担
限
度
額
認
定
申
請

減
額
対
象

施
設
サ
ー
ビ
ス
、
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス

の
食
費
・
居
住
費
（
滞
在
費
）

※
申
請
者
本
人
と
配
偶
者
の
預
貯
金
通

帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
社
会
福
祉
法
人
等
利
用
者
負
担
軽
減

申
請

減
額
対
象　

社
会
福
祉
協
議
会
の
訪
問
介
護
費
、
村

山
光
ホ
ー
ム
の
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
、
特
養
ふ
も
と
・
特
養
ひ
が
し
ざ
わ

の
施
設
入
所
費
・
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス

費
・
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
、
は
や
ま

ホ
ー
ム
の
施
設
入
所
費
、
居
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
、
多
機
能
さ
く
ら
村
山
の

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

※
世
帯
全
員
の
預
貯
金
通
帳
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

■
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
家
賃

等
負
担
軽
減
申
請

減
額
対
象

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
香
紅
の
里
・
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
村
山
の
施
設
入
居
利
用
に
伴

う
家
賃
・
食
材
費
・
光
熱
水
費

※
世
帯
全
員
の
預
貯
金
通
帳
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
福
祉
課　
　
　

☎
内
線
145

露
店
を
開
設
す
る
み
な
さ
ん
へ

　

縁
日
、
花
火
大
会
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
人
が
参
加
す
る
催
し
に
火
気
を
使
用

す
る
露
店
を
開
設
す
る
場
合
は
、
消
火

器
を
準
備
し
、
消
防
署
へ
事
前
に
届
け

出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
／
消
防
本
部
☎

（55）
２
５
１
４

川
や
た
め
池
で
遊
ば
な
い
で

　

学
校
が
夏
休
み
に
な
る
と
、
子
ど
も

た
ち
が
水
辺
な
ど
で
遊
ぶ
機
会
が
多
く

な
り
、
転
落
な
ど
に
よ
る
事
故
が
心
配

さ
れ
ま
す
。

　

川
や
た
め
池
、
水
路
の
周
辺
で
は
遊

ば
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
農
林
課　
　
　

☎
内
線
255

楯
山
の
い
い
と
こ
展

期
間　

8
月
3
日
（水）
〜
8
月
21
日
（日）

り
ま
す
。

■
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）

　

前
の
二
つ
が
一
つ
に
な
っ
た
も
の
。

■
高
齢
者
医
療
の
認
定
証

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
で
、
世

帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
場
合
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
医
療
費
の
限
度
額
は
、
外
来

８
、
０
０
０
円
、
入
院
２
４
、
６
０
０

円
（
低
所
得
の
方
は
１
５
、
０
０
０

円
）
で
す
。

※
有
効
期
限
は
毎
年
７
月
末
日
で
す
。

　

継
続
し
て
受
診
さ
れ
る
方
は
、
８
月

中
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

認
定
証
の
申
請
に
必
要
な
も
の

申
請
す
る
方
の
保
険
証
、
印
鑑
、
入
院

日
数
が
わ
か
る
も
の
（
入
院
日
数
90
日

以
上
の
場
合
）

■
問
合
せ
／
保
健
課　
　
　

☎
内
線
133

介
護
保
険
の
減
免
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

　

世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
場
合
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
費
用
負
担
が
軽

減
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
該

中
町
の
一
部
地
域
、
道
の
駅
周
辺
、

鶴
ヶ
町
の
一
部
地
域
、
俵
町
の
一
部

地
域
、
中
央
の
一
部
地
域
）

　

期
日　

8
月
4
日
（木）
、
5
日
（金）
、

　

17
日
（水）
、
18
日
（木）

・
西
郷
地
域
（
碇
地
区
住
宅
地
周
辺
）

　

期
日　

8
月
5
日
（金）
、
18
日
（木）

■
問
合
せ
／
農
林
課　
　
　

☎
内
線
253

Ｊ
Ａ
村
山
営
農
セ
ン
タ
ー
☎

（55）
６
３
１
３

各
種
認
定
証
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
各
種
認
定

証
の
交
付
に
よ
っ
て
以
下
の
よ
う
な
減

免
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

課
税
状
況
な
ど
に
応
じ
て
、
種
類
が
異

な
り
ま
す
。

■
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
（
桃
色
）

　

入
院
時
の
食
事
代
が
、
入
院
日
数
な

ど
に
応
じ
て
安
く
な
り
ま
す
。

※
対
象
は
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
み

■
限
度
額
適
用
認
定
証
（
う
す
だ
い
だ

い
色
）

　

受
診
時
の
医
療
費
負
担
が
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
ひ
と
月
の
う
ち
に
複
数
の
医
療
機
関

を
受
診
し
た
場
合
な
ど
は
、
医
療
機
関

ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
算
定
す
る
こ
と
に
な

各
種

介お
済

川
や

楯
山

露
店
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お
知
ら
せ

時
間　

午
前
9
時
〜
閉
館
ま
で

■
絵
皿
展

　

戸
田
紘
義
さ
ん
（
楯
岡
）
が
楯
山
シ

リ
ー
ズ
第
4
弾
と
し
て
昆
虫
や
動
植
物

な
ど
を
描
い
た
絵
皿
を
展
示
し
ま
す
。

会
場　

市
立
図
書
館

■
写
真
展

　

土
谷
義
幸
さ
ん
（
楯
岡
）
が
撮
影
し

た
楯
山
に
生
息
す
る
動
植
物
の
写
真
を

展
示
し
ま
す
。
来
場
者
に
は
、
抽
選
で

フ
ォ
ト
ス
タ
ン
ド
付
き
写
真
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ　

ロ
ビ
ー

■
問
合
せ
／
絵
皿
展
：
市
立
図
書
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（55）
２
８
３
３

写
真
展
：
甑
葉
プ
ラ
ザ
☎

（52）
３
５
３
１

徳
内
ま
つ
り
ポ
ス
タ
ー
展

　

む
ら
や
ま
徳
内
ま
つ
り
開
催
期
間
中

に
、
歴
代
の
徳
内
ま
つ
り
の
ポ
ス
タ
ー

を
展
示
し
ま
す
。

期
間　

8
月
19
日
（金）
〜
21
日
（日）

時
間　

午
前
9
時
〜
閉
館
ま
で

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ　

甑
葉
ホ
ー
ル

■
問
合
せ
／
甑
葉
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（52）
３
５
３
１

す
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

期
日　

8
月
28
日
（日）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

会
場　

楯
岡
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本

部
東
根
地
域
事
務
所　

☎
（43）
７
１
９
８

狩
猟
免
許
更
新
適
性
検
査

お
よ
び
講
習
会

　

県
内
に
住
所
を
有
し
、
有
効
期
限
が

平
成
28
年
9
月
14
日
の
狩
猟
免
許
を
所

持
す
る
方
が
対
象
で
す
。

日
時　

8
月
31
日
（水）
正
午
〜
午
後
4
時

会
場　
村
山
総
合
支
庁
本
庁
舎（
山
形
市
）

手
数
料　

２
、
９
０
０
円

申
込
期
限　

講
習
日
の
10
日
前
ま
で

■
問
合
せ
／
村
山
総
合
支
庁
環
境
課

　
　

☎
０
２
３（
６
２
１
）８
４
２
６

保
育
士
再
就
職
支
援
研
修
会

　

現
在
離
職
し
て
い
る
保
育
士
資
格
所

有
者
な
ど
が
対
象
で
す
。
研
修
、
各
種

就
職
相
談
、
保
育
の
職
場
実
習
（
後

日
）
を
行
い
ま
す
。
参
加
料
無
料
。

日
時　

8
月
29
日
（月）
午
後
0
時
30
分
〜

会
場　

天
童
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限　

8
月
22
日
（月）
（
実
習
も
希

じ
た
労
働
条
件
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決

に
向
け
て
無
料
で
お
手
伝
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
　

☎
０
２
３（
６
３
０
）２
７
９
３

知
財
総
合
支
援
窓
口

　

特
許
や
商
標
の
出
願
手
続
き
方
法
な

ど
知
的
財
産
に
関
す
る
悩
み
や
課
題
の

解
決
を
支
援
し
ま
す
。
相
談
料
無
料
。

相
談
電
話
番
号

　
　

☎
０
２
３（
６
４
７
）８
１
３
０

受
付
時
間　

平
日
の
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分

■
問
合
せ
／
（
一
社
）
県
発
明
協
会

　
　

☎
０
２
３（
６
４
７
）８
１
３
０

ひ
き
こ
も
り
無
料
相
談
窓
口

　

思
春
期
・
青
年
期
の
本
人
や
そ
の
家
族

が
対
象
で
す
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

会
場　

村
山
保
健
所
（
山
形
市
）

■
問
合
せ
／
村
山
保
健
所
保
健
企
画
課

　
　

☎
０
２
３（
６
２
７
）１
１
８
４

自
衛
官
等
採
用
説
明
会

　

30
分
程
度
の
個
別
説
明
と
な
り
ま

不
動
産
無
料
相
談

　

不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
全
般
に
つ

い
て
宅
地
建
物
取
引
士
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

8
月
10
日
（水）
午
前
10
時
〜
正
午

※
受
付
は
午
前
11
時
ま
で

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ
1
階
市
民
の
部
屋

■
問
合
せ
／
（
公
社
）
県
宅
地
建
物
取

引
業
協
会

　
　

☎
０
２
３（
６
５
２
）９
０
７
０

若
年
性
認
知
症
の
困
り
ご
と
相
談
会

　

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

9
月
21
日
（水）
午
後
3
時
〜
5
時

会
場　

市
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限　

9
月
20
日
（火）

■
問
合
せ
／
（福）
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（53）
９
１
２
３

労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を

お
手
伝
い
し
ま
す

　

労
働
者
個
人
と
事
業
主
と
の
間
に
生

労お
手

徳
内

若
年

知
財

ひ
き

自
衛

困
り
ご
と
・
相
談

保
育

市
以
外
か
ら
の
お
知
ら
せ

資
格
・
試
験

不
動

狩お
よ
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お
知
ら
せ

※
す
で
に
老
人
ク
ラ
ブ
で
申
込
済
み
の

方
は
、
今
回
の
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

顕
彰　

夫
婦
の
名
前
入
り
の
賀
詞
を
贈
呈

申
込
期
限　

8
月
22
日
（月）

■
問
合
せ
／
（福）
市
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（52）
０
３
２
１

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
内
容
は
、
認
知

症
の
方
の
見
守
り
や
、
声
が
け
な
ど
で

す
。
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

期
日　

9
月
21
日
（水）

時
間　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

会
場　

市
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限　

8
月
31
日
（水）

■
問
合
せ
／
（福）
市
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（53）
９
１
２
３

山
形
県
棚
田
20
選　

明
光
寺
の

棚
田
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

　

山
形
県
棚
田
20
選
に
も
選
ば
れ
て
い

る
尾
花
沢
市
明
光
寺
の
棚
田
ぼ
ん
ぼ
り

ま
つ
り
の
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
、
バ
ス

に
乗
っ
て
見
に
行
き
ま
せ
ん
か
。
参
加

料
無
料
。

期
日　
8
月
11
日（
木
・
祝
日
）、
12
日
（金）

集
合
場
所
・
出
発
時
間　

・
村
山
駅
西
口
午
後
4
時
10
分
発

・
道
の
駅
む
ら
や
ま
午
後
4
時
20
分
発

申
込
時
に
乗
場
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
午
後
9
時
50
分
帰
着
予
定

定
員　

各
日
先
着
20
名

申
込
期
限　

8
月
8
日
（月）

■
問
合
せ
／
（
一
社
）
市
観
光
物
産
協

会　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（53）
１
３
５
１

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

会
員
募
集

　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方
で
、
セ

ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
け
る
方

な
ら
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

仕
事
内
容　

施
設
清
掃
、
屋
外
作
業

（
草
取
り
、
雪
囲
い
）
、
障
子
の
張
り

替
え
、
植
木
剪せ
ん

定
な
ど

■
問
合
せ
／
（
公
社
）
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　

☎
（55）
３
４
４
３

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講
座

　

希
望
の
方
は
、
受
講
料
を
添
え
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

会
場　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

申
込
期
限　

8
月
8
日
（月）

会
場　

山
形
テ
ル
サ
（
山
形
市
）

出
展
企
業　

15
社
（
予
定
）

※
東
北
経
済
産
業
局
委
託
「
東
北
地
域

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
人
材
確
保

支
援
等
事
業
」
で
す
。

■
問
合
せ
／
㈱
キ
ャ
リ
ア
ク
リ
エ
イ
ト

　
　

☎
０
２
３（
６
４
１
）８
８
０
７

正
社
員
を
目
指
す
方
を
応
援
し
ま
す

　

45
歳
未
満
の
求
職
者
を
対
象
に
、
研

修
や
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
職

場
定
着
支
援
を
行
い
ま
す
。
随
時
、
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

説
明
会

日
時　

①
8
月
8
日
（月）
午
後
1
時
〜

　
　
　

②
9
月
5
日
（月）
午
前
10
時
〜

会
場　

山
形
テ
ル
サ
（
山
形
市
）

※
県
委
託
「
若
年
非
正
規
労
働
者
正
社

員
化
事
業
」
で
す
。

■
問
合
せ
／
キ
ャ
リ
ア
バ
ン
ク
㈱

　
　

☎
０
２
３（
６
３
３
）５
６
０
８

金
婚
さ
ん
顕
彰

顕
彰
対
象　

昭
和
41
年
1
月
1
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦

望
の
場
合
は
8
月
12
日
（金）
ま
で
）

■
問
合
せ
／
（福）
県
社
会
福
祉
協
議
会

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
２
３（
６
３
３
）７
７
３
９

離
職
者
に
対
す
る
職
業
訓
練

10
月
生
募
集

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し
て
い

る
方
が
対
象
で
す
。
定
員
15
名
。

訓
練
期
間　

10
月
4
日
（火）
〜

　
　
　
　
　

平
成
29
年
3
月
29
日
（水）

募
集
科　

溶
接
施
工
科

費
用　

受
講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な

ど
は
自
己
負
担
）

申
込
期
限　

8
月
26
日
（金）

申
込
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

■
問
合
せ
／
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
形

　
　

☎
０
２
３（
６
８
６
）２
０
１
６

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
人
材
と
企
業
の

マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア

　

山
形
で
働
く
こ
と
に
興
味
が
あ
る
方

が
対
象
で
す
。
ス
ー
ツ
を
着
な
い
フ
ラ

ン
ク
な
雰
囲
気
の
中
で
話
す
こ
と
で
、

お
互
い
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

期
日　

8
月
12
日
（金）

時
間　

午
後
0
時
30
分
〜
5
時

認
知

催
し
・
そ
の
他

金
婚

正
社

離10
月

Ｕマ
ッ

山棚
田

シ会
員

勤
労
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お
知
ら
せ

出
会
い
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

結
婚
を
希
望
す
る
独
身
者
を
応
援
す

る
た
め
、
1
対
1
の
お
見
合
い
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
20
歳
以

上
で
パ
ソ
コ
ン
を
お
使
い
の
方
な
ら
、

ど
な
た
で
も
登
録
で
き
ま
す
（
登
録
料

1
万
円
、
登
録
期
間
3
年
）
。

※
県
・
市
町
村
な
ど
の
委
託
事
業
で
す
。

■
問
合
せ
／
出
会
い
支
援
サ
ー
ビ
ス
山
形

セ
ン
タ
ー  

☎
０
２
３（
６
８
７
）１
９
７
２

自
衛
隊
大
高
根
演
習
場

8
月
の
訓
練
予
定

新
教
総
合
訓
練
＝
16
日
（火）
〜
19
日
（金）
、

28
日
（日）
〜
31
日
（水）
、
連
隊
狙
撃
手
集
合

訓
練
＝
20
日
（土）
〜
23
日
（火）
、
新
教
築
城

訓
練
＝
24
日
（水）
、
25
日
（木）
、
即
自
訓
練

＝
27
日
（土）
〜
30
日
（火）

■
問
合
せ
／
神
町
駐
屯
地
☎

（48）
１
１
５
１

が
ん
ば
れ
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形

8
月
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

■
日
時
、
対
戦
相
手

11
日
（
木
・
祝
日
）　

午
後
6
時
〜
、

京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．
Ｃ
．

21
日
（日）　

午
後
6
時
〜
、
Ｆ
Ｃ
岐
阜

申
込
受
付
電
話

　
　

☎
０
２
３（
６
４
１
）５
２
０
１

■
問
合
せ
／
山
形
財
務
事
務
所
理
財
課

　
　

☎
０
２
３（
６
４
１
）５
１
７
８

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
県
営
楯
岡
ア
パ
ー
ト

募
集
戸
数　

1
戸
（
1
階
・
3
Ｄ
Ｋ
）

入
居
資
格　

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
お
り
、
所
得

が
公
営
住
宅
法
規
定
に
該
当
す
る
方

受
付
期
間　

8
月
3
日
（水）
〜
9
日
（火）
消

印
有
効
（
8
月
8
日
（月）
は
休
館
）

受
付
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
6
時

必
要
書
類　

県
営
住
宅
申
込
書
、
52
円
切
手
2
枚

■
問
合
せ
／
県
す
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
２
３（
６
４
７
）０
７
８
１

発
明
く
ふ
う
展
作
品
募
集

　

新
規
で
独
創
性
に
富
ん
だ
作
品
を
募

集
し
ま
す
。
作
品
は
、
1
人
あ
る
い
は

共
同
（
3
人
以
内
）
で
発
明
工
夫
し
た

も
の
に
限
り
ま
す
。

申
込
期
限　

9
月
16
日
（金）

■
問
合
せ
／
（
一
社
）
県
発
明
協
会

　
　

☎
０
２
３（
６
４
４
）３
３
１
６

持
ち
物　

パ
ソ
コ
ン
（
Ｖ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ

２
０
０
７
以
降
の
機
種
）

■
問
合
せ
／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（54）
２
３
２
０

村
山
光
ホ
ー
ム
七
夕
ま
つ
り

　

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
や
出
店
、
花
火
大
会

な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

8
月
4
日
（木）

時
間　

午
後
4
時
30
分
〜
8
時

■
問
合
せ
／
村
山
光
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（53）
２
５
２
０

は
や
ま
ホ
ー
ム
夏
祭
り

　

歌
や
踊
り
の
披
露
、
出
店
な
ど
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

8
月
11
日
（
木
・
祝
日
）

時
間　

午
後
4
時
〜
6
時

■
問
合
せ
／
は
や
ま
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（54）
２
０
５
５

金
融
犯
罪
被
害
防
止
の
た
め
の

出
前
講
座

　

振
り
込
め
詐
欺
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
金
融
犯
罪
防
止
の
た

め
、
講
師
を
無
料
で
派
遣
し
て
い
ま

す
。
平
日
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

自8
月

■
ピ
ア
ノ
入
門
教
室

開
催
日　

9
月
1
日
か
ら
11
月
17
日
の

毎
週
木
曜
日　

全
10
回

時
間　

・
昼
コ
ー
ス　

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

・
夜
コ
ー
ス　

午
後
7
時
〜
8
時
30
分

定
員　

6
名
（
4
名
未
満
は
中
止
）

受
講
料　

５
、
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
含
）

■
マ
ジ
ッ
ク
（
手
品
）
教
室

開
催
日　

9
月
7
日
か
ら
平
成
29
年
1

月
27
日
の
第
1
・
3
水
曜
日
（
1
月
の

み
第
2
・
4
水
曜
日
）　

全
10
回

時
間　

午
後
7
時
〜
9
時

定
員　

10
名
（
5
名
未
満
は
中
止
）

受
講
料　
１
２
、
０
０
０
円（
教
材
費
含
）

■
パ
ソ
コ
ン
エ
ク
セ
ル
中
級
教
室

対
象　

エ
ク
セ
ル
の
初
歩
的
な
こ
と
が

分
か
る
方

開
催
日　

9
月
1
日
か
ら
10
月
2
日
の

毎
週
火
曜
・
金
曜
日　

全
10
回

時
間

・
昼
コ
ー
ス　

午
後
1
時
〜
3
時
30
分

・
夜
コ
ー
ス　

午
後
6
時
30
分
〜
9
時

定
員　
各
6
名
程
度（
4
名
未
満
は
中
止
）

受
講
料　

１
０
、
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
含
）

村
山

は
や

金出
前

発
明

県
営

出
会
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日
本
の

心
を残
す地元すまいの

専
門
店
事
務
所
は
ボ
ロ
い

が
腕は一流！地元

に根

づ
く
職
人
仕
事
と

塗り替え専門店

山形県知事許可（般－9）第300234号

㈲イトウ装建

村山市楯岡笛田四丁目6-22

見積
無料

詳しくはホームページをご覧ください。

迅速丁寧・低料金で高品質

イトウ塗装店
0237－55－2886☎

全 工 事

自 社 責 任 施 工
地域密着真心対応
自 社 責 任 施 工
地域密着真心対応

イトウ装建 で検索

屋根・外壁屋根・外壁

◆60分（全身）   ￥6,480̃

◆30分（上半身）￥4,320

背中や肩のお疲れに・・・

ハワイアンロミロミ

自分では手がとどかない背中から

腰をうつぶせで……。

オイルを塗った後 肘や腕を使って

リズミカルに筋肉を刺激します。

広
告

広
告

お
知
ら
せ

MURAYAMA HotNews

山形交響楽団ユアタウンコンサート村山公演
　市民会館が50周年を迎えるにあたり、ホールを長く愛していただいた市
民のみなさんへの感謝を込め、大地の祈りコンサートを開催します。
　特別企画として、山形交響楽団創立名誉指揮者で名誉市民の村川千秋氏
の指揮による演奏も行います。さらに、市出身のソプラノ歌手齊藤智子氏
と山形交響楽団とのコラボレーションでは、東日本大震災5年および熊本
地震復興祈念事業として、復興応援ソング「大地の祈り」を地元合唱団と
ともに歌います。
期日　9月22日（木・祝日）
時間　午後3時開演（午後2時30分開場）
会場　市民会館　大ホール
指揮：村川千秋氏、阿部未来氏　　　ソプラノ：齊藤智子氏
曲目　シベリウス／交響詩「フィンランディア」
　　　シベリウス／「カレリア」組曲
　　　陳越／「大地の祈り」　　ほか
入場料　一般2,000円　高校生以下無料　※小学生未満は入場できません。
市内チケット取扱所　市民会館、生涯学習課、菅野時計店、萬家、
　　　　　　　　　　オーイシ
■問合せ／生涯学習課文化係  ☎内線332

村山市民会館50周年記念　大地の祈りコンサート

　7月10日（日）に行われた参議院議員通常選挙の村山市における投票お
よび開票結果についてお知らせします。

■山形県選出議員選挙　　　　　　　　　  ■比例代表選出議員選挙
当日の有権者数　21,809人　　　　　　　当日の有権者数　　21,809人
投票者数　　　　13,588人　　　　　　　投票者数　　　　　13,585人
有効投票数　　　13,424票　　　　　　　有効投票数　　　　12,926票
無効投票数　　　 　164票　　　　　　　無効投票数　 　　　　659票
投票率　　　　　  62.30％　　　　　　　投票率　　　　  　　62.29％

■山形県選出議員選挙　候補者別得票数（得票順）
舟山やすえ（無所属）　　　　　7,522票
つきの薫（自由民主党）　　　　5,517票
しろとり良太（幸福実現党）　　　385票

■比例代表選出議員選挙　政党等別得票数（得票順）
自由民主党　　　　　　6,218票　　　生活の党と
民進党　　　　　　　　2,408票　　　　　 山本太郎となかまたち　179票
公明党　　　　　　　　1,464票　　　日本のこころを大切にする党　119票
日本共産党　　　　　　   938票　　　国民怒りの声　　　　　　113票
社会民主党　　　　　　   695票　　　幸福実現党　　　　　  　　87票
おおさか維新の会　　 　  429票　　　新党改革　　　　　　　  　81票
支持政党なし　　　   　　192票
※小数点以下の票は切り捨てて表示しているため、有効投票数と一致しません。
■問合せ／選挙管理委員会事務局  ☎内線401

参議院議員通常選挙　村山市の投・開票結果
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シ
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ま
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。
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明
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わ
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よ
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の
マ
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。

　
冨
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あ
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し
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き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
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の
経
験
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生

か
し
、
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わ
れ
た
マ
ツ
林
を
復
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さ
せ
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た
め
、

子
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た
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地
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一
緒
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か
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マ
ツ
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生
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取
り
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ん
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い
ま
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。
ま
ず
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有
志
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保
護
者
、
学
校
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援
会
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み

な
さ
ん
と
全
校
児
童
で
マ
ツ
の
苗
を
学
校
周
辺
に

植
樹
し
ま
し
た
。
そ
の
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成
長
の
記
録
を
つ

け
、
大
切
に
育
て
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い
ま
す
。
ま
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学
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方
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あ
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緑
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ク
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ま
っ
た
ば
か
り
。
子
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も
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マ
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の
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見
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。

↑マツの成長観察

↑切り株を観察し間伐の仕方を学習 ↑緑の少年団の入団式

↑マツの成長を記録する観察カード

←
県
み
ど
り
自
然
課
が
発
行
す
る
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
（
平
成
27
年
10
月
号
）
で
、

冨
本
小
学
校
の
取
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

※住民基本台帳法の一部改正に伴い、日本人と外国人の合計数になります。
村山市の人口（7月1日現在)：25,299人　男：12,249人　女：13,050人　世帯数：8,230戸
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